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今年度の取組内容と成果 

 

 

（１）体育行事・体育的活動の見直し 

より安全に、効果的に、持続可能な活動にしていけるよう、今年度は運動会と持久走の時期や内容を見直した。 

昨年度までの持久走は、指導要領の内容に沿った形式の「時間走」へ変更した。これによって、児童・教員と

もに負担が大きく減り、運動が苦手な児童でも目標をもって取り組みやすくなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
行事 昨年度（R６） 今年度（R７）

 
運動会

・９月末実施 ・１０月末実施
 ・練習、本番ともに暑さ対策が必須 

　→予定通りにいかない　
・暑さ対策がそれほど必要ない 

→計画的に進められる。
 

持久走
・低学年約 800ｍ、中学年約 1000ｍ、 

高学年約 1200ｍ
・低学年３分、中学年４分、高学年５分

の「時間走」に

 ・校外も使用したコース 

→道路使用許可の申請 

PTA による見守り 

職員総出の係分担

・校庭のトラックを周回、自分が時
間内でどこまで走れたかを記録　 

・準備はマーカーを置き音楽を流す
だけ→担任のみでも対応可能　

 ・タイム測定、順位付け、記録証・
賞状の配付 

→速さを相手と競う側面がある。 

　苦手な児童の心理的負担

・タイム測定、順位付け、記録証・
賞状無し 

→自分の目標を設定し、努力して
いくことで体力向上を図る。 

自分と競う。
 ・試走と本番で時数の確保が必要 

・休み時間は週２回程度全校で練習
・授業で週１回程度、計５～６回の

実施。 

・休み時間は自主練習
 

効果
健康・安全面への不安 

職員の業務上の負担感 

運動が苦手な児童への負担

安全面の向上 

持続可能な取組 

運動が苦手な児童への負担軽減

令和７年度「元気アップ高崎」実践推進校　事業報告 

本校のテーマ 

つよい体にきたえる乗附っ子の育成 

～体力向上と運動の習慣化、保健・食育と連携した健康教育の推進を通して～

１．体育

【児童の声】 
「涼しくて運動しやすかった」「準備期間が長くなった」

【児童の声】 
「長い距離を走らなくてよい」「自分のペース
で走れる」⇔「人と競う方が達成感につなが
る」という意見もあり、今後の課題としたい。



（２）朝の体育活動でのサーキットトレーニングの継続・強化 

昨年度から実施している低・中・高学年ごとのサーキットトレーニングを、今年度も継続して実施した。朝活

動だけだと回数が限られるので、授業の中でも取り入れるようにした。昨年度からの積み重ねにより、よりスム

ーズで充実した活動になった。運動会後は、先に述べた時間走もサーキットに組み合わせた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）環境整備 

体力向上につながる備品を購入し、活用した。跳び箱の古い上布を張り替えて安全面をケアし、指導しやすい

よう色付きのものを導入した。また、跳び箱の運搬台を校務員が自作し、運搬と収納を容易にすることで、怪我

防止および児童の運動量確保にもつなげた。 

まずは児童が思い切り体を動かしたいと思える場所やものがあることが大切であり、その環境をつくることの

重要性を感じた。授業や休み時間の児童の怪我を防ぐためにも、今後、簡易で安全な器具を活用していく必要が

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）外部講師による専門的な指導 

 

  

 

運搬・収納が容易に！

手を着くのは何色？ 
→意識しやすくなるキャスター付き、四隅の

ストッパーで安全！

大谷グローブ（貸出制）も依然人気。

毎日のように児童が借りに来ている。

投力アップ、走力（敏捷性）

アップのための器具

【４年生】相原豊先生による体操教室 
スモールステップで、マット・跳び箱運動の
技につながるご指導をいただいた。補助の仕
方など、教師の指導においても参考になった。

【高学年】「ザスパ群馬」サッカー教室（スマイルキッズキャラバン） 
楽しく活動するなかで自然と息が上がり、サッカーの基礎につながる運動ができた。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 


